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■調査概要 

○調査対象・・・大学 卒業生（卒業時アンケート） 

 

○調査期間・・・2025年 3月 

 

○調査方法・・・Webアンケート 

 

○回答者数・・・478名 

 

■回答率 

 

 
 

 

■設問一覧 

○入学時と現在を比較し、あなたは全体的にどの程度成長したという実感がありますか。 

とても成長した／ある程度成長した／どちらともいえない／あまり成長していない／まったく成長していない 

 

○本学で学生生活を過ごして、以下の点について、自分はどの程度成長したと思いますか。（各学科 DP） 

とても成長した／ある程度成長した／どちらともいえない／あまり成長していない／まったく成長していない 

 

○本学での学生生活において、「自分が成長できた」と評価できることはどのようなことがきっかけでしたか。あてはまるこ

とをすべて選んでください。 

授業／ゼミ／卒業論文・制作／教員の指導／クラブ・サークルの活動／学内の友人・先輩後輩との人間関係／ 

就職活動／その他／特になかった 

 

○本学での学生生活を振り返って、以下の点について、どの程度満足していますか。 

 （項目） 

1.授業・学びの内容  ２．ゼミ  ３．教員の指導  ４．教員・職員との関係  ５．友人との人間関係 

６．就職・進路支援  ７．学生窓口対応  ８．キャンパス環境（福利厚生サービス含む） 

とても満足している／ある程度満足している／どちらともいえない／あまり満足していない／まったく満足していない 

 

○総合的に考えて、本学に入学し在籍したことに、あなたはどの程度満足していますか。 

とても満足している／ある程度満足している／どちらともいえない／あまり満足していない／まったく満足していない 

 

学科 対象者数 回答者数 回答率

国文学科 40 37 92.5%

国際英語学科 33 29 87.9%

心理学科 78 73 93.6%

ライフプランニング学科 55 51 92.7%

化粧ファッション学科 126 115 91.3%

学芸学部 332 305 91.9%

児童教育学部 82 74 90.2%

健康栄養学部 103 99 96.1%

大学 517 478 92.5%
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●共通設問 入学時と現在を比較し、あなたは全体的にどの程度成長したという実感がありますか。 

●（学芸学部共通） 本学で学生生活を過ごして、以下の点について、自分はどの程度成長したと思いますか。 

1 自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテラシー） 

2 事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3 さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理力） 

4 状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題解決力） 

5 他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して活動できる。（チームワーク） 

6 社会の中で多様な文化を背景に持つ人々と共生する意思を持ち、ライフイベントや社会的課題に主体的・自律的に対処する

ことができる。(主体性・自律性) 

7 学芸学部の幅広い学びにより培われた教養とともに、自らが選択した領域における高度な専門知識・技能を習得したことに

よる実践的スキルを持ち、自らの言葉で積極的に発信し、社会に貢献できる。(専門的能力) 
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●共通設問 入学時と現在を比較し、あなたは全体的にどの程度成長したという実感がありますか。 

●（国文学科） 本学で学生生活を過ごして、以下の点について、自分はどの程度成長したと思いますか。 

1～7 略 

8 日本語の多様な表現方法を習得し、かつ豊かな自己表現ができる。（自己表現力） 

9 日本語・日本文化を追究することにより培われた教養によって、他人を正しく理解することができる。（人間理解力） 

10 大阪・上方のことば文化を含め、日本語・日本文化について学んだことを自らの言葉で積極的に発信することで、社会に貢

献できる。（自己発信力） 

 

 

●共通設問 入学時と現在を比較し、あなたは全体的にどの程度成長したという実感がありますか。 

●（国際英語学科） 本学で学生生活を過ごして、以下の点について、自分はどの程度成長したと思いますか。 

1～7 略 

8 CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）の B1 レベル（自立した言語使用者）に相当する英語運用能力と、多文化社会で生き

るための専門知識を持っている。（英語運用能力・専門的能力） 

 

  



5 

 

●共通設問 入学時と現在を比較し、あなたは全体的にどの程度成長したという実感がありますか。 

●（心理学科） 本学で学生生活を過ごして、以下の点について、自分はどの程度成長したと思いますか。 

1～7 略 

8 人間の行動の仕組みを客観的に理解できる。（心理学的理解） 

9 心理学の知識と技能を活かし他者との適切な関わりや援助を行う力を身につけている。（心理学的援助） 

10 臨床に関わる業務、教育および福祉に関わる業務、および企業を含めた組織での業務遂行に心理学の知見や方法論を活

用する能力を身につけている。（心理学的実践力） 

 

 

●共通設問 入学時と現在を比較し、あなたは全体的にどの程度成長したという実感がありますか。 

●（ライフプランニング学科） 本学で学生生活を過ごして、以下の点について、自分はどの程度成長したと思いますか。 

1～7 略 

8 家計や食をはじめ、家庭経営、ビジネス、地域社会に関する幅広い知識を身につけ、主体的、自律的にライフ・イベントに対処

できる。（主体性・自律性） 

9 家計、食の分野において、さまざまな活動を適切にマネジメントできる専門的知識と実践的スキルを獲得し、それぞれの分野

において社会的課題の解決に尽力し、社会に貢献することができる能力を身につけている。（専門的能力） 
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●共通設問 入学時と現在を比較し、あなたは全体的にどの程度成長したという実感がありますか。 

●（化粧ファッション学科） 本学で学生生活を過ごして、以下の点について、自分はどの程度成長したと思いますか。 

1～7 略 

8 主体的、自律的に人間生活に資する「よそおいの美」に関して創造できる。（主体性・自律性） 

9 ファッション・化粧・美容の分野において、高度な専門知識・技能を活用できる思考力とスキルを持っている。（専門的能力） 

 

 

●共通設問 入学時と現在を比較し、あなたは全体的にどの程度成長したという実感がありますか。 

●（児童教育学科） 本学で学生生活を過ごして、以下の点について、自分はどの程度成長したと思いますか。 

1 自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテラシー） 

2 事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3 さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理力） 

4 状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題解決力） 

5 他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して活動できる。（チームワーク） 

6 子どもについての幅広い専門的知識を身につけ、子どもの専門家として、社会に貢献できる。（専門的能力） 

7 子どもに関わる知識と能力を取得し、教育・福祉の実践現場に対応できる。（教師力） 

8 家庭や地域における子育てについて、子どもとその親、家族に対して広い視野から助言でき、子どもの健全育成を支援できる。

（子育て支援） 
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●共通設問 入学時と現在を比較し、あなたは全体的にどの程度成長したという実感がありますか。 

●（健康栄養学科） 本学で学生生活を過ごして、以下の点について、自分はどの程度成長したと思いますか。 

1 自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテラシー） 

2 事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3 さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理力） 

4 状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題解決力） 

5 他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して活動できる。（チームワーク） 

6 自ら考え、他者との協働によって、健康・栄養にかかわる課題を解決に導く行動力が身についている。(創造的行動力・コミュ

ニケーション能力) 

7 教育現場での栄養教育、給食施設での栄養管理や衛生管理に関する基本的技術を身につけている。(栄養士としての専門

的能力) 

8 高度な栄養管理・栄養教育を実践する上で必要な思考・判断力を身につけ、基本的な課題に対応することができる。(管理栄

養士としての専門的能力 ※管理栄養士専攻の場合) 

又は食品工業・産業分野における基本的な食品開発及び企画力を身につけている。(食の職業人としての専門的能力 ※食

物栄養専攻の場合) 
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本学での学生生活において、「自分が成長できた」と評価できることはどのようなことがきっかけでしたか。 

あてはまることをすべて選んでください。 

大学（N＝478） 学芸学部（N＝305）   

国文学科（N＝37） 国際英語学科（N＝29） 心理学科（N＝73） ライフプランニング学科（N＝51） 

化粧ファッション学科（N＝115） 児童教育学部（N＝74） 健康栄養学部（N＝99）  

 

大学 

 

 

学芸学部 
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＜学科別＞ 

国文学科 

 

国際英語学科 

 

心理学科 
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ライフプランニング学科 

化粧ファッション学科 
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児童教育学部 

 

健康栄養学部 
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本学での学生生活を振り返って、以下の点について、どの程度満足していますか。 

 

1 授業・学びの内容 

 

 

2 ゼミ 
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3 教員の指導 

 

 

4 教員・職員との関係 
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5 友人との人間関係 

 

 

6 就職・進路支援 
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7 学生窓口対応 

 

 

8 キャンパス環境（福利厚生サービス含む） 
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総合的に考えて、本学に入学し在籍したことに、あなたはどの程度満足していますか。 

 

  


